
本
会
議
の
代
表
質
疑
か
ら

2
月
27
日
、
28
日
の
本
会
議
で
は
、
次
の
17
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
提
出
議
案
に
対
し
て

市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、

民
主
市
民
フ
ォ
＝
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
京
都
市
会
議
員
団
、
日
本
維
新
の
会
＝
日
本
維
新
の
会
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団
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山田　こうじ
議員

（右京区）

仁
和
寺
門
前
の
ホ
テ
ル
建
設
計
画

Q
仁
和
寺
門
前
は
世
界
遺
産
の
バ

ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
地
域
に
は
ホ
テ
ル
は
建
設
し
な

い
方
針
で
は
な
か
っ
た
か
。
住
民
合
意

が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。
宿
泊
施
設
の

立
地
が
制
限
さ
れ
て
い
る
区
域
で
特
例

を
認
め
る
制
度
は
撤
回
し
、
ホ
テ
ル
建

設
計
画
は
白
紙
に
戻
す
べ
き
だ
。

A
こ
の
制
度
は
、
立
地
が
制
限
さ

れ
た
区
域
で
の
宿
泊
施
設
計
画

が
地
域
と
事
業
者
の
双
方
に
よ
り
良
い

施
設
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
だ
。

そ
の
施
設
の
建
築
は
建
築
基
準
法
の
手

続
を
経
て
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
ゾ
ー
ン
で
は
風

致
地
区
等
の
都
市
計
画
制
限
に
よ
り
景

観
を
保
全
す
る
。
今
後
も
地
域
文
化
の

継
承
等
に
繋
が
る
よ
う
調
整
を
進
め
る
。

公

明

党
湯浅　光彦

議員
（右京区）

幼
児
教
育・保
育
の
無
償
化

Q
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
、
他
都

市
に
先
駆
け
て
子
育
て
支
援
に

尽
力
し
て
き
た
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

公
明
党
が
利
用
者
等
を
対
象
に
実
施
し

た
実
態
調
査
の
結
果
、
今
後
の
政
策
と

し
て
保
育
の
質
の
向
上
を
求
め
る
意
見

等
が
あ
っ
た
。
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

A
園
外
で
の
交
通
安
全
対
策
な
ど
、

安
心
安
全
の
確
保
を
第
一
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
国
基
準
を
上
回
る
保

育
士
配
置
等
で
質
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

保
育
園
等
で
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入

支
援
の
充
実
に
加
え
、
新
た
に
幼
稚
園

で
の
受
入
れ
を
行
う
。
さ
ら
に
、
今
年

４
月
に
は
242
人
の
受
入
枠
を
拡
大
す
る

な
ど
、
市
民
が
保
育
所
等
に
入
所
し
や

す
い
と
実
感
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

曽我　修
議員

（伏見区）

救※

急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

Q
府
市
連
携
の
成
果
と
し
て
、
救

急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の
予
算

が
計
上
さ
れ
た
が
、
開
始
予
定
は
い
つ

か
。
事
業
の
特
長
や
本
市
の
救
急
医
療

体
制
に
お
け
る
効
果
等
と
併
せ
て
伺

う
。
よ
り
多
く
の
市
民
が
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
周
知

広
報
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

A
府
内
消
防
本
部
と
の
協
働
事
業

で
10
月
１
日
か
ら
開
始
す
る
。

救
急
の
電
話
相
談
だ
け
で
な
く
、
相
談

者
に
適
し
た
医
療
機
関
の
案
内
な
ど
、

救
急
と
医
療
が
連
携
す
る
特
長
が
あ
る
。

救
急
車
の
適
正
利
用
の
推
進
に
よ
り
、

救
急
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
効
果
等
が

期
待
さ
れ
る
。
事
前
広
報
に
つ
い
て
は
、

市
の
広
報
媒
体
に
加
え
、
府
や
医
師
会
、

民
間
団
体
と
も
協
力
し
て
取
り
組
む
。

¥

＃7119に電話して
相談している中年女性と
オペレーター

市民の男女と
がま口財布

#7119

平山 よしかず
議員

（西京区）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
と
教
育
相
談
体
制
の
充
実

Q
ま
す
ま
す
顕
在
化
、
深
刻
化
す

る
い
じ
め
や
児
童
虐
待
へ
の
対

応
、
教
員
の
負
担
軽
減
等
の
た
め
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
存
在
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
配
置
時
間
の
充
実
や

児
童
生
徒
数
等
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応

が
必
要
。
教
育
相
談
の
実
態
を
改
め
て

調
査
し
、
相
談
体
制
の
充
実
を
求
め
る
。

A
令
和
２
年
度
に
約
60
の
小
学
校

の
配
置
時
間
数
を
倍
増
す
る
ほ

か
、
国
に
財
政
措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

毎
年
度
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

活
動
状
況
等
を
調
査
し
て
お
り
、
今
後
、

一
層
き
め
細
や
か
に
教
育
相
談
の
状
況

を
把
握
し
、
学
校
規
模
に
応
じ
た
配
置

と
と
も
に
、
緊
急
事
案
等
に
つ
い
て
も

適
切
な
加
配
を
行
う
な
ど
、
学
校
の
実

情
に
合
わ
せ
た
配
置
に
努
め
る
。

民
主
市
民
フ
ォ

天方　浩之
議員

（西京区）

西
京
区
に
お
け
る
新
た
な

モ
ビ
リ
テ
ィ・サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Q
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
に
、

洛
西
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、

交
通
網
の
充
実
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
次
世
代
型
Ｐ※
Ｒ
Ｔ
等
に
つ
い
て
、

郊
外
に
お
け
る
社
会
実
験
を
行
う
な
ど
、

洛
西
地
域
を
は
じ
め
西
京
区
民
の
機
運

を
高
め
る
よ
う
な
丁
寧
な
議
論
が
必
要

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
次
世
代
型
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
輸
送
力
や

整
備
費
等
の
有
用
な
調
査
結
果

を
得
て
お
り
、
市
内
中
心
部
か
ら
西
部
・

南
部
圏
域
へ
と
繋
が
る
京
※

都
市
創
造
都

市
圏
・
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
既
存
と

未
来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
に

設
置
予
定
の
審
議
会
で
活
発
に
議
論
い

た
だ
き
、
取
組
を
推
進
す
る
。

小島　信太郎
議員

（山科区）

自
治
会・町
内
会
の
活
性
化

Q
自
治
会
・
町
内
会
の
機
能
等
に

対
す
る
本
市
の
見
解
は
。
加
入

促
進
を
支
援
す
る
た
め
、
啓
発
効
果
の

高
い
チ
ラ
シ
の
作
成
を
検
討
す
べ
き
。

ま
た
、
会
の
合
併
に
お
い
て
住
民
間
だ

け
で
は
解
決
し
難
い
課
題
に
対
し
て
、

本
市
が
明
確
な
提
言
が
で
き
る
よ
う
研

究
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
果
た
す

役
割
は
重
要
。
加
入
の
意
義
等
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
地
域
活
動
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
改
訂
す
る
ほ
か
、
地
※

域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。
自
治
会
・

町
内
会
活
動
に
参
加
し
や
す
い
方
策
等

の
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
地
域
力
を
未

来
に
引
き
継
ぐ
べ
く
取
り
組
む
。

地域活動ハンドブック

日
本
維
新
の
会

宇佐美　賢一
議員

（左京区）

財
政
再
建

Q
市
長
は
政
治
家
と
し
て
、
何
を

も
っ
て
財
政
再
建
と
す
る
の
か
、

ゴ
ー
ル
と
覚
悟
を
伺
う
。
財
政
再
建
と

は
特※
別
の
財
源
対
策
の
脱
却
だ
け
な
の

か
。
目
標
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
組
織

は
動
か
な
い
。
い
つ
ま
で
に
ど
う
い
っ

た
財
政
状
況
を
目
指
す
の
か
を
具
体
的

に
示
し
て
ほ
し
い
。

A
財
政
再
建
と
は
、
特
別
の
財
源

対
策
か
ら
の
脱
却
と
持
続
可
能

な
財
政
の
確
立
で
あ
り
、
政
治
家
と
し

て
約
束
し
た
こ
と
は
必
ず
実
現
す
る
。

力
強
い
経
済
の
実
現
と
同
時
に
、
市
税

以
外
の
収
入
確
保
や
歳
出
見
直
し
を
断

行
す
る
。
令
和
３
年
度
以
降
の
中
期
財

政
見
通
し
を
早
期
に
公
表
す
る
ほ
か
、

税
収
増
加
等
の
具
体
的
な
数
字
を
次
期

基
本
計
画
の
実
施
計
画
で
明
確
に
す
る
。

¥

＃7119に電話して
相談している中年女性と
オペレーター

市民の男女と
がま口財布

#7119

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
疑
議
員

菅谷　浩平
議員
（北区）

京

都

党
小山田　春樹

議員
（右京区）

京※

都
駅
東
部
エ
リ
ア
活
性
化

将
来
構
想

Q
京
都
駅
東
部
エ
リ
ア
の
開
発
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る

よ
う
に
す
べ
き
。
同
エ
リ
ア
に
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
等
を
建
設
し
て
、
民
間
企
業
と

共
に
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言
す

る
。
そ
の
際
に
、
建
物
の
高
さ
制
限
や

看
板
規
制
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
緩
和
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
文
化
芸
術
と
サ
イ
エ
ン
ス
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
造
拠
点
の
創
出
な
ど
、
文

化
芸
術
の
力
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
と

と
も
に
、
市
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
新
景
観
政
策
の
更
な
る
進
化
の

中
で
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
優
れ
た

計
画
を
誘
導
す
る
特
例
制
度
等
の
活
用

を
検
討
す
る
。

自

民

党
富　きくお

議員
（山科区）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策

Q
発
症
者
が
多
数
出
た
場
合
を
想

定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
。
医
療
機
関
相
互
の
連
携
も
含
め

た
対
応
策
を
伺
う
。
併
せ
て
、
事
業
者

支
援
に
つ
い
て
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
業
界
や
大
き
な
影
響
を
受
け

る
中
小
零
細
事
業
者
を
徹
底
的
に
支
援

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
対
応
策
を
伺
う
。

A
国
の
基
本
方
針
に
お
い
て
、
軽

症
者
は
一
般
病
院
で
対
応
し
、

市
立
病
院
等
の
感
染
症
指
定
医
療
機
関

は
重
症
者
を
優
先
す
る
と
し
て
お
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
感
染
者
の
動
向

を
的
確
に
把
握
し
対
応
す
る
。
事
業
者

へ
の
支
援
で
は
緊
急
融
資
制
度
を
創
設

し
た
が
、
さ
ら
に
、
よ
り
低
金
利
で
設

備
投
資
に
も
利
用
で
き
る
新
た
な
融
資

制
度
を
府
市
協
調
で
早
急
に
創
設
す
る
。

持
続
可
能
な
財
政
の
実
現

Q
新
た
な
財
源
を
創
出
す
る
抜
本

的
な
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
新

税
導
入
の
検
討
に
も
着
手
す
べ
き
。
将

来
に
わ
た
っ
て
市
民
生
活
の
安
心
・
安

全
を
守
り
、
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
し

て
い
く
た
め
、
市
長
は
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
、
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立
に
不

退
転
の
決
意
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

A
新
た
に
設
置
す
る
外
部
有
識
者

会
議
で
、
税
収
増
等
に
繋
が
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
、
課

税
自
主
権
の
更
な
る
活
用
も
視
野
に
入

れ
た
空
き
家
所
有
者
等
へ
の
適
正
な
負

担
等
を
議
論
い
た
だ
き
、
新
た
な
財
源

創
出
な
ど
、
歳
入
・
歳
出
両
面
の
改
革

を
加
速
さ
せ
る
。
持
続
可
能
な
財
政
の

確
立
に
向
け
私
が
先
頭
に
立
ち
、
新
た

な
挑
戦
と
改
革
に
全
力
を
尽
く
す
。

京都市役所

田中　明秀
議員

（西京区）

京
都
市
創
造
都
市
圏・環
状

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Q
洛
西
へ
の
地
下
鉄
開
通
が
う
た
わ

れ
て
40
年
以
上
が
経
つ
。
市
長
が

掲
げ
た
京※
都
市
創
造
都
市
圏
・
環
状
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
想
は
、
西
京
区
民
、
市
民
、

府
民
に
と
っ
て
夢
と
希
望
を
持
て
る
も
の

だ
。
国
・
府
・
市
の
協
調
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
市
長
の
決

意
を
伺
う
。

A
未
来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
研
究
が
進
み
交
通
政
策
を
と

り
ま
く
環
境
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
い
る
。
強
靭
な
京
都
の
経
済
圏
を
府

市
一
丸
で
築
く
た
め
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
向
け
「
歩
く
ま
ち
・
京

都
」
総
合
交
通
戦
略
審
議
会
で
議
論
い

た
だ
き
次
期
基
本
計
画
案
に
も
盛
り
込

む
。
市
民
的
な
議
論
を
深
め
、
国
の
支

援
等
を
得
て
オ
ー
ル
京
都
で
取
り
組
む
。

さくらい 泰広
議員

（左京区）

災
害
に
備
え
た
森
林
整
備

Q
自
然
災
害
未
然
防
止
に
は
、
淀
川

水
系
上
流
域
の
山
間
部
の
森
林
整

備
が
重
要
。
所
有
者
に
よ
る
整
備
が
基
本

だ
が
、
林
業
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状

況
や
、
近
年
の
災
害
の
激
甚
化
に
鑑
み
、

鞍※
馬
プ
ラ
ン
の
ス
キ
ー
ム
で
整
備
事
業
を

拡
大
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

A
鉄
道
施
設
周
辺
で
の
作
業
に
は
、

運
行
等
に
支
障
の
無
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
経
費
等
の
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
ほ
か
、
森
林
所
有
者
等
の
理

解
・
協
力
も
不
可
欠
。
本
市
が
中
心
と

な
り
早
期
の
事
業
実
施
に
繋
げ
て
い
く
。

本
制
度
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
引
き
続

き
、
国
に
支
援
の
拡
大
を
求
め
る
と
と

も
に
、
円
滑
な
事
業
推
進
等
に
向
け
努

力
し
、倒
木
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

平山　たかお
議員

（東山区）

観
光
課
題
解
決
先
進
都
市
の

実
現
に
向
け
た
決
意

Q
観
光
客
の
一
部
集
中
に
よ
り
、
市

民
が
市
バ
ス
に
乗
れ
な
い
等
の
課

題
に
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

民
生
活
を
最
優
先
に
、
地
域
の
活
性
化
、

文
化
の
継
承
・
創
造
に
繋
が
る
観
光
の
京※

都
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
と
市
民
に
約
束
し

た
市
長
の
、
観
光
課
題
解
決
先
進
都
市
の

一
日
も
早
い
実
現
に
向
け
た
考
え
と
決
意

を
伺
う
。

A
課
題
解
決
に
向
け
、
地
域
や
事

業
者
と
共
に
全
庁
を
挙
げ
て
取

り
組
み
、
効
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

地
域
固
有
の
文
化
の
継
承
や
災
害
時
の

安
心
安
全
な
ど
、
宿
泊
施
設
が
地
域
に

貢
献
し
共
存
す
る
関
係
が
生
ま
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
更
に
加
速
さ
せ
る
。
今

後
も
京
都
モ
デ
ル
を
推
進
し
、
市
民
生

活
の
豊
か
さ
に
繋
げ
る
取
組
を
進
め
る
。

共

産

党
加藤　あい

議員
（左京区）

暮
ら
し
に
背
を
向
け
る
市
政
の
問
題

Q
市
長
選
挙
後
に
初
め
て
示
さ
れ

た
予
算
案
は
、
リ
ニ
ア
・
北
陸

新
幹
線
延
伸
の
推
進
等
の
大
型
公
共
事

業
推
進
を
大
き
く
進
め
る
一
方
、
夏
季

歳
末
資
金
貸
付
事
業
の
廃
止
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
に
冷
た
く
背
を
向
け
る
も

の
だ
。
予
算
案
か
ら
は
安
心
も
活
力
も

責
任
も
見
え
て
こ
な
い
。
認
識
を
伺
う
。

A
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
も
、
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
り
、
子
育
て
支
援
を
最
優
先
に
、

京
都
の
発
展
と
安
心
・
安
全
に
繋
が
る

先
行
投
資
は
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く

べ
き
。
北
陸
新
幹
線
整
備
等
に
つ
い
て

も
、
京
都
の
発
展
の
た
め
に
極
め
て
重

要
な
事
業
で
あ
り
、
国
に
必
要
な
財
源

確
保
等
を
求
め
つ
つ
、
府
と
も
し
っ
か

り
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現

Q
未
だ
に
夫
婦
同
姓
を
法
律
で
強

制
し
て
い
る
の
は
世
界
中
で
日

本
だ
け
だ
。
男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正

と
併
せ
て
、選
択
的
夫
婦
別
姓
の
実
現
、

性
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
施
策
と
法
改

正
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
政
府
に
要
望
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

A
と
り
わ
け
中
小
企
業
・
地
域
企

業
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
各
種
啓

発
・
講
座
の
開
催
、
性
暴
力
被
害
者
の

相
談
や
自
立
支
援
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
総
合
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
選
択
的
夫

婦
別
姓
に
つ
い
て
は
、
国
で
丁
寧
な
検

討
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

男女共同参画センター

赤阪　仁
議員

（伏見区）

新
景
観
政
策

Q
高
さ
規
制
な
ど
の
規
制
緩
和
で

オ
フ
ィ
ス
の
不
足
を
補
い
、
企

業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
若
者
世
代
を
定

着
さ
せ
る
と
い
う
市
長
の
認
識
は
間
違

い
だ
。
若
者
の
流
出
対
策
か
の
よ
う
な

理
屈
を
付
け
な
が
ら
、
京
都
の
景
観
や

住
環
境
を
壊
す
こ
と
に
繋
が
る
新
景
観

政
策
の
規
制
緩
和
は
や
め
る
べ
き
。

A
市
民
の
切
な
る
願
い
は
、
京
都

が
、
少
子
化
を
克
服
し
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
都
市
で
あ
り
続
け
る
こ
と

だ
。
京
都
を
文
化
と
産
業
の
息
づ
く
持

続
可
能
な
創
造
都
市
へ
と
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
、
景
観
政
策
と
都
市
計

画
を
組
み
合
わ
せ
、
地
域
ご
と
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
応
じ
た
活
力
と
魅
力
あ
る
京
都

の
都
市
景
観
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
。

※ 

京
都
市
創
造
都
市
圏
・
環
状
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想

２
月
の
市
長
選
挙
で
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

も
の
で
、
市
内
中
心
部
か
ら
西
部
・
南
部
圏
域

へ
と
つ
な
が
る
交
通
ア
ク
セ
ス
を
格
段
に
向
上
さ

せ
、
京
都
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
構
想
。

※
鞍
馬
プ
ラ
ン

重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
に
お
い
て
、
森

林
所
有
者
、
市
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
管
理
者

が
協
定
に
基
づ
き
、
各
々
の
役
割
分
担
や

費
用
負
担
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
て
倒
木

の
未
然
防
止
対
策
を
行
う
制
度
。
本
市
は

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
鞍
馬
地
域
で
調
整

を
進
め
て
い
る
。

※
京
都
モ
デ
ル

地
域
固
有
の
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継

承
・
発
展
等
を
図
る
た
め
、
観
光
を
適
切

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
理
念
。

※ 

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業（
＃
７
１
１
９
）

急
な
病
気
や
け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ

方
が
い
い
の
か
、
自
分
で
病
院
に
行
く
方

が
い
い
の
か
な
ど
を
迷
っ
た
際
に
、
電
話（
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
７
１
１
９
）
で
看
護
師
や

医
師
等
の
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
る
相
談
窓
口
。

※
Ｐ
Ｒ
Ｔ

自
動
運
転
車
両
が
専
用
通
行
帯
を
走
行
し
、
乗

降
場
所
間
で
乗
客
を
運
ぶ
個
人
輸
送
シ
ス
テ
ム
。

※ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

自
治
会
・
町
内
会
の
運
営
や
地
域
の
課
題

等
に
関
す
る
相
談
窓
口
（
市
役
所
・
地
域

自
治
推
進
室
内
に
設
置
）。

※
特
別
の
財
源
対
策

通
常
の
歳
入
だ
け
で
は
必
要
な
歳
出
を
賄

え
な
い
場
合
に
、
公
債
償
還
基
金
の
取
崩

し
等
を
行
う
こ
と
。

※ 

京
都
駅
東
部
エ
リ
ア
活
性
化
将
来
構
想

市
立
芸
術
大
学
等
の
移
転
が
予
定
さ
れ
、

文
化
芸
術
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
、
本
市
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
大

き
な
効
果
を
期
待
で
き
る
同
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
向
け
た
将
来
構
想
。

用
語
解
説

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
疑
議
員

神谷　修平
議員

（下京区）

江村　理紗
議員

（右京区） 京都駅東部エリア活性化
将来構想


